
 

 

 

 

 

 

 

■ 令和２年度を振り返って 三島地区コミュニティ運営委員会会長 寺澤 久男 ■ 
 今年度の三島地区コミュニティは一同に集まっての総会を開催することができず書

面決議等による承認からスタートしました。昨年来、世界中で猛威を振るっている新型

コロナウイルス感染症は、収束の兆しが見えない状況で、国・県・那須塩原市等では感

染拡大防止のための方針や指針を打ち出してきました。三島コミュニティにおいても残

念ながら事業の見直しや中止を余儀なくされました。そのような状況においても、不安

を払しょくするために「疫病退散（アマビエ）」や「挨拶運動」のイルミネーションを製

作し、地域へ「元気」と「応援」のメッセージを発信してきました。限られた事業にも

運営委員の皆様一人一人の弛まぬ努力と強力な連携で絆を深めることができた一年で

ありました。 

 ここにきて高齢者、基礎疾患を有する方等を順にワクチン接種計画が示されたことで

新型コロナウイルス感染症収束の期待が高まっています。令和３年度は平常生活に戻れ

ることを期待するものの、新しい生活様式を模索しながら活動に取り組んで行く必要が

あります。感染防止対策に対処した「３密」（密集、密接、密閉）を避けた計画・実施を

考えていますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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◆２月１４日（日）、字が上手に

なるように願いを込め、児童の

「書初め」のお焚き上げを三島地

区どんど焼き実行委員会が行い

ました。 
 

≪ YouTube に動画公開中 ≫ 

『 那須塩原市三島神社 

  どんど焼き 2021 』 

で検索を！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆３月６日（土）三島体育センター

で、PTA 有志が三島小・児童が「将

来の夢」を寄せ書きした大凧（明る

く、楽しく、笑う）をあげました。 

数年ぶりに三つの大凧が一緒に

大空を舞いました。 

 １０月２４日（土）１９時から新型コロナウイルス

感染症の終息を願い、また医療従事者の皆さまへの敬

意と感謝を込めて、三島小学校校庭からサプライズ花

火を打ち上げました。 

◆今年度のコ  

ミュニティ対

抗グラウンド 

ゴルフ大会は 

中止になりま

しましたが、１０月１５日（木）三島

地区の愛好会による交流会を規模を

縮小して開催し、約５０名が参加し

ました。 

◆◆今年度は医療従事者の

皆さまへの敬意と感謝を込

めたイルミネーションを三

島公民館入口に点灯させま

した◆◆ 

田んぼの学校 

１２月２０日（日）

「しめ飾り作り」

を行いました。 


